
令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［国語］ その１

広島県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

集計結果

広島県（公立） 全国（公立）

449 18,618

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5

(2) 情報の扱い方に関する事項 2

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 1

Ｃ　読むこと 3

知識・技能 7

思考・判断・表現 7

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9

短答式 2

記述式 3

問題別集計結果

１一 ５･６
ア ○ ○

１二 ５･６
エ ○ ○

１三
（１）ア

５･６
エ ○ ○

１三
（１）ウ

５･６
エ ○ ○

１三
（２）イ

５･６
ウ ○ ○

１四 ５･６
カ ○ ○

２一 ３･４
ウ ○ ○

２二 ５･６
ウ ○ ○

２三 ５･６
イ

　 ○ ○

２四 ５･６
オ ○ ○

３一
（１）

３･４
エ ○ ○

３一
（２）

３･４
エ ○ ○

３二 ５･６
エ ○ ○

３三 ５･６
キ ○ ○

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(3)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

　全体 69 67.2

72.6 71.2

学習指導
要領の
内容

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

原因と結果など情報と情報との関係について
理解しているかどうかをみる

学習指導要領の内容

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等

問題形式

米作りのときに記録していた【カード②】と【カード
③】の下線部の関係として適切なものを選択する

評価の観点

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

日常よく使われる敬語を理解しているかどうかを
みる

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど
して必要な情報を見付けることができるか
どうかをみる

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる
語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが
できるかどうかをみる

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を使って
書き直す（いがい）

【川村さんの文章】の下線部ウを、漢字を使って
書き直す（きかん）

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名に気を
付けて書き直したものとして適切なものを選択する
（くらべて）

【川村さんの文章】の特徴の説明として適切なものを
選択する

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて
要約することができるかどうかをみる

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自分の考えをまとめる
ことができるかどうかをみる

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の
考えをまとめることができるかどうかをみる

敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一部】の
空欄に入る内容として適切なものを選択する

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫することが
できるかどうかをみる

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということだと
思いますが、合っていますか。）のように質問をした
理由として適切なものを選択する

【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、
どのような姿ですか。）のように質問をした
理由として適切なものを選択する

寺田さんと山本さんが、どのような思いで
ボランティアを続けているのかについて、分かった
ことをまとめて書く

【資料１】と【資料２】に書かれている内容として
適切なものを選択する

【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容として
適切なものを選択する

相田さんが【資料３】の情報をどのように整理して
いるかについて説明したものとして適切なものを
選択する

資料を読み、運動と食事の両方について分かった
ことをもとに、自分ができそうなことをまとめて書く

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と
解決方法を書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で
正しく使うことができるかどうかをみる

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使う
ことができるかどうかをみる

文章の種類とその特徴について理解しているか
どうかをみる

必要なことを質問しながら聞き、話し手が
伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を
捉えることができるかどうかをみる

63.9 63.4

対象学校数

区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

広島県（公立） 全国（公立）

対象児童数
広島県（公立） 全国（公立）

22,845 964,177

分類

68.9

75.1 72.6

65.5

問題形式

75.2 73.6

63.1 62.7

54.1 51.1

67.8評価の観点

70.1

71.2

26.7

73.3

29.0



令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［国語］ その２

　広島県－児童（公立）

安
芸
高
田
市

安
芸
太
田
町

北
広
島
町

教科
全体

67.2 69 68 67 71 71 71 72 70 72 73 76 75 75 75 66 63 67 68 70 71 69 70 66 70

１一 64.7 64.9 65.2 61.1 65.1 65.2 68.5 69.9 65.8 72.1 66.1 72.3 69.8 64.4 74.2 64.5 62.5 56.9 63.6 63.9 64.3 68.2 54.7 59.6 70.8

１二 26.7 29.0 27.8 25.9 33.1 29.5 32.6 33.6 29.4 30.6 32.4 41.7 40.2 35.6 22.6 31.3 12.5 27.6 27.3 30.1 30.6 24.3 26.4 34.2 32.6

１三（１）ア 52.8 53.3 55.5 46.9 53.9 52.3 48.3 52.4 54.7 52.3 61.2 66.1 66.8 66.3 51.6 44.1 50.0 53.7 54.8 48.7 53.6 43.9 35.8 47.3 56.8

１三（１）ウ 72.6 72.9 73.0 68.5 76.3 76.5 82.0 77.5 78.0 73.0 78.1 78.6 79.4 76.0 74.2 62.1 65.6 61.8 66.6 74.7 72.8 65.4 73.6 66.3 70.8

１三（２）イ 93.1 93.7 92.4 94.5 94.7 95.5 96.6 95.5 95.8 97.3 95.7 93.4 97.5 99.0 100.0 92.4 100.0 89.4 93.4 94.2 94.9 94.4 98.1 92.4 95.3

１四 79.8 81.2 81.0 80.7 82.3 75.8 81.5 83.0 82.0 75.7 83.9 86.0 84.4 81.7 80.6 79.1 75.0 85.4 78.6 82.2 82.1 86.0 83.0 78.6 78.8

２一 90.0 90.7 90.6 90.0 93.1 95.5 91.0 92.5 89.7 92.8 92.6 93.4 95.5 92.3 96.8 87.2 87.5 88.6 88.3 89.6 91.9 86.0 94.3 88.6 91.9

２二 67.4 69.2 68.6 65.5 71.6 70.5 73.6 72.7 71.6 82.9 73.3 77.1 75.4 68.3 87.1 67.8 50.0 69.1 69.1 70.2 69.4 73.8 79.2 67.9 71.2

２三 62.0 62.9 64.6 60.6 61.2 71.2 57.3 63.0 61.7 64.0 65.1 63.5 64.3 66.3 80.6 58.3 53.1 55.3 60.5 62.1 61.3 71.0 66.0 59.1 54.2

２四 56.2 60.0 58.2 58.4 64.8 64.4 64.0 64.8 60.4 73.0 62.2 67.9 67.3 67.3 77.4 58.8 50.0 67.5 57.7 62.6 61.3 55.1 66.0 58.7 62.7

３一（１） 73.6 75.8 76.4 71.9 76.5 76.5 78.7 79.7 76.6 78.4 77.9 85.6 74.9 81.7 71.0 76.3 62.5 70.7 73.1 75.9 78.3 77.6 79.2 67.7 75.4

３一（２） 74.0 76.3 75.8 74.9 78.0 75.0 79.2 78.4 77.0 77.5 81.0 83.8 77.9 83.7 77.4 73.5 78.1 72.4 75.2 79.8 76.2 73.8 71.7 71.3 75.4

３二 70.2 73.2 70.0 71.7 79.8 76.5 75.3 79.0 74.9 77.5 76.0 84.9 81.4 83.7 80.6 75.8 68.8 74.0 75.3 77.3 81.7 74.8 71.7 72.7 81.4

３三 57.6 61.9 58.5 60.8 64.7 65.9 64.6 67.3 67.7 59.5 72.9 69.7 68.3 78.8 71.0 57.8 59.4 68.3 65.0 63.1 69.4 67.3 75.5 62.5 69.5

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

問
題
番
号

全
国

広
島
県

広
島
市

福
山
市

府
中
市

世
羅
町

神
石
高
原
町

西部教育事務所

芸北支所

東部教育事務所 北部教育事務所

三
次
市

庄
原
市

呉
市

竹
原
市

大
竹
市

東
広
島
市

廿
日
市
市

江
田
島
市

府
中
町

海
田
町

熊
野
町

坂
町

大
崎
上
島
町

三
原
市

尾
道
市

(1) 言葉の特

徴や使い方に

関する事項

(2) 情報の扱

い方に関する

事項

Ａ 話すこ

と・聞くこと
Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

広島県（公立）

全国（公立）



令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［算数］ その１

広島県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

集計結果

広島県（公立） 全国（公立）

449 18,615

16

Ａ　数と計算 6

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 0

Ｃ　変化と関係 4

Ｄ　データの活用 3

知識・技能 9

思考・判断・表現 7

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 7

記述式 4

問題別集計結果

１（１） ４(１)
ア(ア) ○ ○

１（２） ５(１)
イ(ア) ○ ○

１（３）
５(１)
イ(ア)
５(２)
イ(ア)

○ ○

１（４） ３(３)
ア(ア) ○ ○

２（１） ４(１)
ア(イ) ○ ○

２（２）
２(１)
ア(イ)
４(１)
ア(ア)

○ ○

２（３）
３(１)
ア(ア)
５(１)
ア(イ)

○ ○

２（４） ５(３)
イ(ア) ○ ○

３（１） ４(６)
イ(ア) ○ ○

３（２）

３(５)
ア(イ)
４(４)
ア(エ)
イ(ア)

○ ○

３（３）
４(６)
ア(ア)
４(７)
ア(ア)

○ ○

３（４）
３(４)
イ(ア)
４(３)
ア(ア)

○ ○

４（１） ５(３)
ア(イ) ○ ○

４（２） ４(２)
ア(イ)

３(１)
ア(ア) ○ ○

４（３）
３(１)
ア(イ)
イ(ア)

○ ○

４（４） ４(１)
ア(ア) ○ ○

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

問題形式

Ａ
　
数
と
計
算

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
測
定

Ｃ
　
変
化
と
関
係

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

全国（公立）

22,850 964,350

平均正答率(％)

広島県（公立） 全国（公立）

67.2

49.3 48.2

選
択
式

短
答
式

記
述
式

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、
　それぞれの分類について各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。

椅子４脚の重さが７ｋｇであることを基に、４８
脚の重さの求め方と答えを書く

伴って変わる二つの数量が比例の関係にあること
を用いて、知りたい数量の大きさの求め方と答え
を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

学習指導要領の領域 評価の観点

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

全部の椅子の数を求めるために、５０×４０を計
算する

一の位が０の二つの２位数について、乗法の計算
をすることができるかどうかをみる

５脚の椅子を重ねたときの高さを求める
伴って変わる二つの数量について、表から変化の
特徴を読み取り、表の中の知りたい数を求めるこ
とができるかどうかをみる

椅子の数が２倍になっても、高さは２倍になって
いないことについて、表の数を使って書く

伴って変わる二つの数量の関係が、比例の関係で
はないことを説明するために、表の中の適切な数
の組を用いることができるかどうかをみる

「以上」の意味を理解し、示された表から必要な
数を読み取ることができるかどうかをみる

二つのグラフから、３０分以上の運動をした日数
が「１日」と答えた人数に着目して、分かること
を書く

示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わ
せたグラフを読み、見いだした違いを言葉と数を
用いて記述できるかどうかをみる

二次元の表から、読み取ったことの根拠となる数
の組み合わせを選ぶ

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることが
できるかどうかをみる

テープを２本の直線で切ってできた四角形の名前
と、その四角形の特徴を選ぶ

台形の意味や性質について理解しているかどうか
をみる

テープを折ったり切ったりしてできた四角形の名
前を書く

正方形の意味や性質について理解しているかどう
かをみる

切って開いた三角形を正三角形にするために、
テープを切るときのＡの角の大きさを書く

正三角形の意味や性質について理解しているかど
うかをみる

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積
の大小について分かることを選び、選んだわけを
書く

高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係
を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数
を用いて記述できるかどうかをみる

２種類の辞典を全部並べた長さを求める二つの式
について、それぞれどのようなことを表している
のかを選ぶ

（　）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を
場面と関連付けて読み取ることができるかどうか
をみる

対象学校数 対象児童数

区分

学習指導要領の領域

　全体

分類
対象問題数
（問）

広島県（公立）

３種類のファイル２３人分を全部並べた長さの求
め方と答えを記述し、全部のファイルを棚に入れ
ることができるかどうかを判断する

示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や
乗法を用いて、求め方と答えを式や言葉を用いて
記述し、その結果から条件に当てはまるかどうか
を判断できるかどうかをみる

（１５１＋４９）×３と１５１×３＋４９×３を
計算したり、分配法則を用いたりして答えを求め
る

加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配
法則を用いたりすることができるかどうかをみる

６６÷３の筆算の仕方を説明した図を基に、筆算
の商の十の位に当たる式を選ぶ

（２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基
に、各段階の商の意味を考えることができるかど
うかをみる

示された基準量と比較量から、割合が３０％にな
るものを選ぶ

百分率で表された割合について理解しているかど
うかをみる

運動カードから、運動した時間の合計が３０分以
上である日数を求める

71.4 70.9

68.3

64 62.5

68.1 67.3

67.7 65.5

問題形式

59.2 57.7

75.4 74.7

48.6 47.3

評価の観点 57.7 56.5



小学校調査 令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［算数］ その２

　広島県－児童（公立）

安
芸

高
田
市

安
芸

太
田
町

北

広
島
町

教科
全体

62.5 64 64 61 64 63 63 66 64 66 67 70 66 70 68 59 54 61 62 65 63 64 59 59 62

１（１） 93.5 93.6 93.5 93.0 95.4 94.7 94.9 94.3 93.2 95.5 94.8 95.2 93.5 100.0 96.8 93.4 93.8 94.3 92.2 93.7 91.9 92.5 98.1 90.0 93.2

１（２） 88.5 89.4 90.4 87.4 90.1 84.8 88.2 89.7 88.8 88.3 90.9 92.6 90.5 92.3 90.3 90.6 71.9 84.6 87.0 87.9 89.7 88.7 86.8 87.2 87.7

１（３） 55.5 56.5 56.7 52.5 59.7 57.6 56.7 59.7 57.1 60.4 62.2 63.8 59.3 71.2 71.0 53.3 50.0 53.7 53.4 59.1 51.7 55.7 54.7 48.2 59.7

１（４） 80.8 82.5 82.8 78.1 84.5 83.3 88.2 84.7 84.9 94.6 84.1 86.7 86.9 89.4 83.9 77.4 65.6 81.3 82.5 84.5 83.3 85.8 86.8 79.6 80.5

２（１） 59.8 62.9 63.3 61.3 60.2 59.1 68.5 64.9 62.6 65.8 66.3 68.3 66.8 69.2 64.5 52.4 59.4 57.7 62.5 66.5 64.1 63.2 49.1 58.2 63.1

２（２） 87.2 88.6 89.1 86.5 88.0 85.6 91.0 90.2 88.4 90.1 92.1 93.4 85.9 90.4 90.3 84.9 81.3 88.6 87.3 89.4 87.6 86.8 86.8 88.1 93.2

２（３） 24.9 25.1 26.4 23.5 23.7 25.8 18.0 27.0 22.9 27.9 28.5 28.0 23.6 22.1 25.8 14.6 15.6 17.1 22.5 25.3 24.8 20.8 15.1 23.0 20.3

２（４） 20.8 20.5 20.3 23.8 15.5 15.2 14.6 21.1 17.9 14.4 19.8 28.4 25.6 26.9 32.3 15.1 21.9 15.4 21.7 21.4 22.6 19.8 9.4 15.7 14.8

３（１） 70.3 71.5 72.1 68.3 72.3 74.2 70.2 73.4 72.5 74.8 78.7 75.6 74.4 70.2 87.1 66.0 62.5 71.5 68.4 72.2 70.5 77.4 67.9 68.4 69.5

３（２） 56.7 56.9 57.7 53.4 58.2 54.5 57.9 58.9 63.0 62.2 62.8 67.2 56.8 68.3 58.1 50.5 37.5 53.7 51.3 57.6 54.7 53.8 41.5 48.7 50.0

３（３） 72.4 73.2 72.7 69.3 78.6 77.3 81.5 74.6 77.0 83.8 78.3 80.8 75.4 80.8 77.4 66.0 75.0 70.7 72.3 74.2 73.9 71.7 67.9 68.9 71.6

３（４） 47.6 48.8 48.7 48.1 47.8 49.2 46.1 53.0 44.1 52.3 51.4 50.9 60.8 52.9 51.6 41.0 34.4 44.7 47.3 51.2 50.9 45.3 49.1 43.9 48.3

４（１） 46.0 46.2 48.8 43.3 41.9 40.9 42.1 48.0 44.5 43.2 51.9 50.9 53.8 55.8 51.6 40.1 28.1 43.9 41.6 45.9 39.3 48.1 28.3 34.4 38.1

４（２） 75.7 75.8 77.4 74.2 76.6 74.2 66.3 76.8 74.7 73.9 78.3 81.9 68.8 77.9 74.2 71.7 56.3 74.8 71.4 74.6 72.2 70.8 77.4 69.1 70.3

４（３） 56.2 60.6 59.1 56.3 67.1 63.6 62.4 66.4 63.8 60.4 59.9 72.0 62.8 72.1 64.5 59.4 59.4 59.3 64.2 62.0 61.5 67.0 62.3 55.8 66.9

４（４） 64.6 66.7 65.9 64.3 67.7 72.0 65.2 70.7 66.6 69.4 69.6 79.3 66.8 76.9 64.5 63.7 50.0 66.7 68.3 68.8 69.7 68.9 66.0 63.4 69.9
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号

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

熊
野

町

坂
町

全
国

広
島
県

広
島
市

福
山
市

Ａ 数と

計算

Ｂ 図形

Ｃ 変化

と関係

Ｄ デー

タの活用

広島県（公立）

全国（公立）


